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「カ ル シ ウム」ノ腦 下 垂體 前 葉 ニ 及 ボ ス

 影 響 ニ 關 ス ル實驗 的 研 究

岡山醫科大學病理學教室(指導 田部教授)

 菊 澤 隆 尚

 [昭和12年8月2日 受稿]

Aus dem Pathologisch-Anatomischen Institut der Medicinischen Fakultat Okayama.

 (Vorstand: Prof. Dr. Tanabe)

Experimentelle Studien uber die Einflusse der Funktionsstorung

des Epithelkorperchens auf den Hypophysenvorderlappens.

Von

 Takahisa Kikusawa.

Eingegangen am 2. August 1937.

 Verf. hat sich mit den vergleichenden Beobachtungen der histopathologischen

Befunde der Hypophyse bei Funktionsstorung des Epithelkorperchens und derselben

bei Calciuminjektion beschaftigt. Da er glaubt, dabei einige intressanten Experi-

mentalresultate in bezug auf die Hypophyse bei Hypo- und Hyperfunktion des

 Epithelkorperchens erreicht zu haben, so seinen sie hier kurz berichtet.
 Untersuchungsmethode: Nachdem Verf. zwei Wochen lang 25 mannliche Ratten

 (Korpergewicht 100 bis 180g) unter bestimmten Bedingungen gezuchtet hatte, stellte
er die folgenden 5 Versuchsreichen an.

 1) Als kontrolltier wurden die keiner Behandlung unterworfenen, weiBen Ratten

 gebraucht.
 2) Subkutane Injektion von 0,5ccm (10 Einheiten) Parathormone Lilly taglich

einmal, in 3 oder 5 Tagen; 24 Stunden nach der letzten Injektion Verblutungstod

 unter Atherbetaubung.

 3) Totale Eutfernung der beiderseitigen Epithelkorperchen durch Kauterisation;

4 oder 5 Tagen danach Verblutungstod unter Atherbetaubung.
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 4) Subkutane Injektion von 2ccm 2%iger CaCl2-Losung taglich einmal, in 3 oder

6 Tagen; 24 Stuuden nach der letzten Injektion Verblutungstod unter Atherbetaubung.

 5) Totale Entfernung der beiderseitigen Epithelkorperchen und gleichzeitige sub-

kutane Injektion von 2ccm 2%iger CaCl2-Losung taglich einmal, in 3 oder 6 Tagen;

 Verblutungstod unter Atherbetaubung.

 Die Hypophyse wurde in Da Fanos Losung fixiert und in Paraffinschnitten her-

gestellt. Dann wurden sie vorwiegend mit Malloryscher Methode gefarbt. Ergebnisse
der Untersuchung:

 1) Bei den Fallen, wo der Ratte Parathormone injiziert wurde, vermindern sich

die azidophilen Zellen, aber die Haupt-, die differenzierten chromophoben sowie die

basophilen Zellen vermehren sich dagegen.

 2) Bei den Fallen von totaler Entfernung der Epithelkorperehen kommt es zur

etwas deutlichen Vermehrung der azidophilen Zellen und zur Vergrosserung ihres

 Zelleibes; es zeigt sich auch die Zunahme ihrer Granula. Die Haupt- und die baso-

philen Zellen stellen aber keine nennenswerte Veranderung im Vergleich mit denselben
des Koutorolltieres dar. Die differenzierten chromophoben Zellen vermehren sich in

maBigem Grad.

 3) Bei den Fallen, wo der Ratte CaCl2 injiziert wurde, kommt es zur Vermin-

derung der Haupt- und der basophilen Zellen im Hypophysenvorderlappen, aber die

azidophilen Zellen nehmen an Zahl und Volum zu, wobei eine Neigung zur Zunahme
der differenzierten chromophoben Zellen vorzuliegen scheint.

 4) Die Verauderung des Hypophysenvorderlappens, die durch CaCl2-Injektion

verursacht werden kann, ist verschieden von derjenigen durch Parathormone-Injektion

 und eher derjenigen durch Entfernung der Epithelkorperchen ahnlich.

 5) Die Einflusse von CaCl2 auf die Vorderlappenzellen der Rattenhypophyse ver-

halten sick fast gleich einerlei, ob die Epithelkorperchen vorhauden sind oder nicht.
(Autoreferat)
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      第1章 緒 言

 腦 下垂體前葉 ハ一 定 ノ化學的物質 ノ投與 ニ

ヨリ其 ノ組織像 ニ變 化ヲ 來 スコ トハ諸家 ノ報

告ニ ヨリテ知 ラレタ リ.即 チ硫 黄(三 島),鉛

(Peisachowitsch),「 エ ル ゴタ ミン」(高 橋―

末松),「 ラ ノ リン」(武田),「 ア ルコール」(末

松),葡 萄糖(宮 崎― 村山― 南洞― 宇 賀),「 ア

トロビン」(末 松,黒 川),「 モ ルフイン」(赤

沼―佐藤),「 ヴ イガン トール」(白,小 穴),

「ビロカ ル ビ ン」(Satwornitzkaja)等 ノ投

與 ニ際 シテ腦 下垂體 ニ變 化 ノ來 ル報告ア リ.

然 レドモ,「 カル シウム」ノ腦下垂體 ニ及 ボス

影響ニ關 シテハ未 ダ知見 ノ見ルベ キモ ノナ シ.

抑 々生體 ニ於 テ「カルシウム」ガ一定 ノ内分泌

腺 ト密接 ナル關 係ヲ 有 スル コ トハ周知 ノ事實

ニシテ「カル シウム」投與 ノ上皮小體 及 ビ甲状

腺 ニ及 ボス影響 ニ就 テモ報告尠 カラズ.從 ツ

テ腦下垂體 ノ如 ク諸 多内分泌腺 ト緊密 ナル關

係ヲ 有 スル高級腺ガ機能的 ニ若 クハ組織 生理

學的ニ果 シテ體内「カルシ ウム」ノ消長ニ封 シ

テ全 ク無關知 ナ リヤ否ヤハ考究ヲ 要 スベ キ問

題 ナリ トス.而 モ他面文獻 ヲ渉獵 スルニTeer

及ビCushingハ 白 鼠 ニ腦下垂體前 葉「ホルモ

ン」ヲ 投與 スル トキハ尿中「カル シウム」ノ排

泄 ノ高 マル コト ヲ述 ベ,Schour及 ビDyke

ハ白鼠ニ於 テ腦下垂體前葉 ヲ剔 出ス レバ齒牙

琺瑯 質 ノ缺損ヲ 來 シ,且 象牙質 ノ石灰 化 ガ障

碍 セラルル コ トヲ記載 シ,亦Hoffmann及 ビ

Anselminoハ 牛 腦下垂體前葉 ニ ハ上皮小體 ヲ

刺戟 シ,血 中石灰 量ヲ 上昇 セシムル物質 ノ存

在 スル コ トヲ證 明 セ リ.斯 クノ如 キ知見 ハ腦

下垂體前葉機能 ト「カル シウム」代謝 トノ間 ニ

密接 ナル關係 ノ存 在スベキ コ トヲ窺知 セ シム

ルニ足 ル ト共 ニ更 ニ又體 内「カルシウム」ノ消

長ハ腦下垂體機 能ニ對 シ恐 ラク何等 カノ影響

ヲ及 ボス可能性 アルベキヲ推測 セ シムル處 ナ

リ.

 據 ツテ余 ハ「カルシウム」ト諸内分泌腺 トノ

關係竝ニ 腦 下垂體前葉 ト「カルシウム」代謝 ト

ノ關係 ニ就 テ ノ諸家從來 ノ知見 ニ基 キ 「カル

シウム」 ノ腦下垂體 前葉 ヘノ影響性 ヲ闡明 セ

ン ト欲 シ,田 部教授指導 ノ下 ニ本實驗 ニ着手

シ,蛙,蟾蜍,白 鼠 ニ就 テ正常時竝 ニ 「カル

シウム」投與時 ニ於ケル 腦下垂體前葉 ノ組織

生理學的研究 ヲ行ヘ リ.

 尚 ホ兩棲 類腦 下垂體 ノ組織學 ニ關 シテハ文

獻 ニ乏 シク,僅 ニStendell,高 島,佐 藤 等 ノ

記載 ア レドモ精細 ナル知 見ヲ缺 ク憾 アル ヲ以

テ本研究ニ 於テ併 セテ蛙腦 下垂體前葉 ニ於 ケ

ル組織學 的所見ノ季節的變 動 ヲ委 ニ追求 シ聊

カ知 見ヲ 補遺 センコ トヲ期 セ リ.

      第2章 研 究方法

 實驗動物 トシテ蛙(「つちがへる」Rana rugosa),

蟾蜍(「 にほんひきがへる」Bufo vulgaris japoni-

cus),白 鼠(「だいこくねずみ」Rattus novegicus

Var albus)ノ3種 ヲ使用セリ.蛙ハ40匹(〓20匹,

♀20匹,體 重主 トシテ25-40g)ヲ 春(5月),夏

(7月),秋(10月),冬(12月)ノ 各季節ニ分チテ

採集實驗 シ,蟾蜍ハ10匹(〓4匹,♀6匹,體 重

主 トシテ150-250g)ヲ 使用シ,7月 ニ實驗セ リ.

蛙及ビ蟾蜍 ニハ實驗期間中(對照動物 ニモ)食餌 ヲ

與ヘズ單ニ水ヲ灌注スルニ止メタリ.白 鼠ハ體重

120-150gノ 雄性10匹 ヲ用ヒ2週 間以上豫メ當

教室ニ於テ飼養(粉 米及ビ青菜 ヲ與フ)シ タル後

7月 ニ實驗 ヲ行ヘリ.各 動物共對照列ハ無處置(正

常動物)ト シ,「 カルシウム」投與列ハ蛙ニハ1%
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「鹽化カルシウム」溶液1cc宛1囘 又ハ毎日反覆7

囘皮下ニ注射シ,蟾 徐 ニハ1%「鹽 化カルシウム」

溶液1ccヲ 毎 日1囘 宛7囘,白 鼠ニハ2%「鹽 化カ

ルシウム」溶液1ccヲ 毎 日1囘 宛7回 皮下ニ注射

シ,最 終 ノ注射時ヨリ約24時 間後ニ屠殺シ,直 チ 、

ニ腦下垂體 ヲ剔出檢査セリ.

 固定 ニハDa Fano氏 液又ハ10%「 フオルマ リ

ン」水溶液 ヲ使用シ,法 ノ如 ク「バラフイン」切片

ヲ製作主トシテMallory氏Anilln-blau-Orange-

Saurefuchsin染 色 法ニヨリテ檢シ,又van Gieson

氏染色法.Hamatoxylin-Eosin重 複染色法及ビ

Heidenbain-Eisenhamatoxylin染 色法 ヲモ應用

セ リ.

 「つちがへる」ニ於ケル前葉細胞 ノ計數法ハ各例

共前葉組織 ノ略ボ中央部ニ相當 スル切片標本1枚

ヲ選 ビ其ノ中央部ニ於テ腺細胞數約250-300箇

ヲ含ム範圍 ノ視野ヲ限畫 シ,斯 ノ如キ視野3箇 所

ニ於ケル全細胞ヲ描寫装置ニテ悉ク紙上ニ描圖シ

之ニ就テ各種細胞數 ヲ計算シ百分率ヲ算出セリ.

      第3章 實 驗成績

  第1節 「つ ちがへ る」ニ於 ケル實驗

      成績

 第1項 正常 「つ ちがへ る」ニ於ケ ル

      腦 下垂體前葉所 見及 ビ其 ノ

      季 節的變 化

     (第1表 及ビ第3表參 照)

 正常「つちがへる」ニ於ケル腦下垂體前菓組織ハ

間質ニ乏シク,實 質ハ毛細管及ビ少許 ノ結締織ニ

ヨリテ多數索状 ノ腺細胞群 ニ分タル.此 線索 ノ邊

縁即チ血管ニ接スル細胞ハ圓形,橢圓形 又ハ長柱

状ニシテ胞體豐 富,其 ノ長軸 ヲ毛細管壁ニ直角ニ

向ケ且規則正 シク竝列 シ細胞境界鮮明ナリ.核 ハ

長柱状細胞ニテハ深部ニ又圓形細胞ニテハ中央ニ

位置シ其 ノ形状 ハ類圓形又ハ腎臟形 ニシテ染色質

ニ乏シ,鮮 明ナル核小體 ヲ有スルア リ.腺 索 ノ内

部ニ存スル細胞ハ不規則ニ集 リ一般 ニ胞體ニ乏シ

ク多クハ多角形ヲ呈シ,細 胞 ノ境界モ稍々不鮮明

ナルアリ.前 葉ニ於ケル腺細胞ハMallory氏 染色

標本ニ於テ主細胞,好 酸性細胞,好鹽 基性細胞及

ビ「好オランゲ細胞」ノ4種 ニ區別セラル.主 細胞

ハ主 トシテ腺細胞索ノ内部ニ集 リテ存シ時ニ邊縁

部ニモアリ,胞 體ハ極 メテ乏シク殆 ド核 ノミヲ認

ムルガ如キア リ.或 ハ僅ニ透明ナル胞體 ヲ示スモ

ノア リ,全 ク分泌顆粒 ヲ有セズ,核 ハ圓形ニシテ

染色質ニ乏シ.其 ノ他3種 ノ細胞ハ何レモ固有 ノ分

泌顆粒 ヲ含有ス.好 酸性細胞ハ「酸性フクシン」ニ

強染スル顆粒ヲ有シ,腺 索内部ニアルハ胞體小ニ

シテ僅少且疎ニ顆粒ヲ包藏スルモノ多キモ腺索邊

縁部ニ見ラルルハ多クハ大ニシテ胞體ニ 富 ミ顆粒

ヲ多量 ニ充滿ス.好鹽 基性細胞ハ「アニリン青」ニ

強染スル顆粒 ヲ有シ,腺 索内部 ノ細胞ハ胞體小ニ

シテ核 ノ周圍 ニ極ク僅少 ノ顆粒ヲ有スルモノ多キ

モ,邊緑 部 ノ細胞ハ胞體大ニシテ顆粒ハ多量濃密

ナリ.「好オランゲ細胞」ハOrange Gニ好 染シ,

褐色 ヲ呈スル顆粒 ヲ有シ,腺 索到ル處 ニ於テ認 メ

ラル.腺 索内部ニアルハ胞體小ニシテ褐色顆粒 ヲ

多 クハ疎少ニ包藏スルモ,腺 索邊縁部ニ於テハ細

胞 ノ大サ大ニシテ著シク顆粒ニ富ム.顆 粒 ノ充實

度ハ或ハ密或ハ疎ニシテ不定ナ リ.尚 ホ本細胞ハ

屡々褐色顆粒 ノ間ニ青色或ハ赤色顆粒 ヲ現スコト

アリ.青 色顆粒ハ大サ形状全ク褐色顆粒 ト同樣ニ

シテ微細圓形時ニ甚シク増加シ,胞體 ノ大半 ヲ占

メ,或 ハ殆 ド全ク青色顆粒 ノミヲ以テ滿サルル場

合アリ.赤 色顆粒モ亦時ニ著明ニ増加ス.然 ル場

合ハ好酸性細胞ニ極メテ類似スル像 ヲ呈スルモ精

細ニ觀察 スレバ「好オランゲ細胞」ノ赤色顆粒ハ大

サ不定ニシテ大小種々ノモノ混在シ且赤染 ノ度稍

薄 ク稍褐色調ヲ帶ブ.斯 ノ如キ好酸性細胞ニ於ケ
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ル顆 粒 ト「好 オ ラ ン ゲ細 胞 」ニ現 ル ル 赤 色顆 粒 ト ノ

差 異 ハ 爾他 ノ染 色 標 本 ニ於 テ モ顯 著 ニ認 メ ラル.

Heidenhain Eisenhamatoxylin染 色 ニア リテハ

好酸 性細 胞 ノ分 泌顆 粒 ハ深 黒 色 ニ染 ム モ,「好 オ

ラ ンゲ細 胞 」 ニテ ハ固 有顆 粒 ハ 灰 色 ニ 染 ミ前 記

ノ赤色顆 粒 ハ 稍 薄 キ黒 色 ニ現 ル.且 其 ノ形 状粗 大

圓 形 ニシテ 大 サ一 定 ナ ラザ ル ノ所 見 モ明 瞭 ナ リ.

Hamatoxylin-Eosin重 複染 色 ニ テ ハ好 酸 性 細胞

ノ顆 粒 ハ 深紅 色 ニ現 ル ル モ「好 オ ラン ゲ細 胞」ニ於

ケル 赤 色 顆粒 ハ淡 紅 色 ヲ呈 ス.又van Gieson染

色 ニテ ハ好 酸 性 細胞 顆 粒 ハ 淡 黄色 ヲ呈 シ 「好 オ ラ

ンゲ細 砲 」 ノ赤 色 顆 粒 ハ淡褐 色 ニ染 ム.之 ヲ要 ス

ル ニ「好 オ ラ ンゲ細 胞 」ト好鹽 基性 細 胞 ト ノ間 ニ ハ

移行 ヲ認 メ得 ル モ,「 好 オ ラン ゲ細 胞 」ト好酸 性 細

胞 ト ノ間 ニハ移 行 像 ヲ證 明 セ ズ.

 以上 各 種 細胞 ノ腦 下 垂體 前 葉 ニ於 ケル 部 位的 關

係 ハ孰 レモ一 定 ニ ア ラザル モ 好酸 性 細 胞 ハ 概 シ テ

中葉 ニ近 キ 部分 ニ於 テ 多少 多量 ナル ガ如 シ.又 各

種 細胞 ノ數 量 ハ 大體 「好 オ ラン ゲ細 胞 」最 モ 多 ク好

酸性 細 胞之 ニ次 ギ好鹽 基 性 細胞 及 ビ主 細胞共 ニ前

2者 ヨ リ遙 カ ニ少數 ナ リ.

 次 ニ正 常「つ ちか へ る」ニ於 ケル 腦 下 垂 體 前葉 細

胞 ニ於 ケル敍 上 ノ所 見 ハ季 節 的 ニ多 少 ノ消長變 動

アリ.今 四 季 ニ亙 リ5, 7, 10, 12月 ノ各月 ニ於 ケ

ル 正 常 「つ ちか へ る 」(各5匹 宛)ニ 就 テ檢 索 セル

成 績 ヲ總 活的 ニ述 ブ レ バ次 ノ如 シ.

 1) 春季(5月)ニ 於 ケル 所 見

 主 細胞 ハ各 種 細 胞 中最 モ少 シ(34-5.7%,平 均

4.7%).腺 索 内 部 ニ於 テ存 シ,胞 體 ニ乏 シ ク核 ノ

ミ ノ集合 シテ 現ル ル コ ト多 シ.好 酸 性 細胞 ハ數 量

「好 オ ラ ン ゲ細胞 」ニ次 ギ テ多 シ(25.5-32.2%,平

均28.0%)胞體 ハ總 ベ テ極 メテ小,高 度 ニ萎 小 セ

ル モ ノ多 シ.赤 色 ニ染 ム小 圓 形 微 細顆 粒 ヲ平 等 ニ

充 滿 シ,其 ノ形状 甚 ダ 不規 則 ナ リ.好鹽 基性 細 胞

ハ數 少 シ(3.6-6.6%平 均5.0%).細 胞 ハ圓 形,

橢 圓 形 等 ノモ ノ多 ク,胞 體 ニ富 ム.中 等 大 ニ シ テ

胞體 内 ニ ハ青 色 ニ染 ム 微細 圓 形 ノ顆粒 ヲ平 等ニ 密

ニ充 スモ ノ多 シ.「 好 オ ラ ン ゲ細胞 」ハ數 各 種 ノ細

胞中 最 モ 多 シ(59.0-64.1%,平 均62.3%).細 胞

ハ孰 レ モ圓 形,橢 圓 形 ヲ呈 シ胞體 ニ富 ミ,概 シテ

甚 ダ腫 大 ス.好 酸 性 細胞 ノ胞 體 ニ比 シテ2, 3倍 大

ナ リ.胞體 内 ニハ平 等 ニ微 細 圓 形 ノ褐 色 顆粒 ヲ密

ニ充 ス.全 體 トシ テ或 ハ濃褐 色 或 ハ淡 褐色 調 ヲ示

ス.尚 ホ一 部 ノ細 胞 ニ於 テ ハ粗 大 圓 形 赤色 顆 粒 或

ハ微 細 青色 顆 粒 ヲ多少 交 ユ ル ア リ.尚 ホ 又兩 者 ヲ

共 ニ混有 スル ア リ.其 ノ他「好 オ ラン ゲ細胞 」ニ於

テ顆 粒 間 ノ一 部種 々 ノ程 度 ニ於 テ 大小 不 同 アル 空

胞 ノ出現 ヲ認 ム.

 2) 夏 季(7月)ニ 於 ケル 所 見

 主 細 胞 ハ數 少 シ(5.3-8.6%,平 均6.1%).主

トシテ腺 索 内 部 ニ集 リテ存 シ,胞 體 ニ乏 シキ モ ノ

多 シ.好 酸 性 細胞 ハ 主細 胞 ヨ リ著 シ ク多數 ニ シ テ

「好オ ラン ゲ細 胞 」 ヨ リ少 ナ シ(28.9-36.6,平 均

345%)形 態 圓 形 乃 至橢 図 形 ニ シ テ胞 體 ニ富 ミ,

大 ナ リ.内 ニ微 細 圓 形 等 大 ノ赤 色 顆 粒 ヲ密 ニ充 タ

ス.好鹽 基 性細 胞 ハ數 最 モ 少 シ(2.9-5.5%,平 均

4.6%)形 態 圓形 乃至橢 圓形 ニ シテ胞體ニ冨 ミ中等

大 ニ シテ 内ニ平 等 ニ微 細 圓形 ノ青 色 顆粒 密在 ス.

「好 オ ラ ンゲ細 胞 」ハ數 最 モ 多 シ(49.3-61.4%,平

均54.8%)胞體 大 ニ シテ圓 形,橢 圓 形 等 ナ リ.胞

體 特 ニ腫 大 シテ褐 色顆 粒間 ニ粗 大 圓形 ノ赤 色 顆 粒

ヲ稍 多 ク混 在 セ ル モ ノ多 シ.少數 ニハ 青 色顆 粒 ヲ

混 ズル モノ ア リ.又褐 色,赤 色,青 色 ノ顆 粒 ガ種 々

ノ程 度 ニ混 ジ,赤褐 色,赤 紫 色 等 ヲ現 スモ ノア リ.

 3) 秋 季(10月)ニ 於 ケル所 見

 主 細胞 ハ數 少 シ(4.2-7.9%,平 均5.9%).多 ク

ハ腺 索 丙 部 ニ集 リテ存 シ,胞體 ニ乏 シ.好 酸 性 細

胞ハ 多數 ナ リ(32.3-37.5%,平 均34.7%)一 般 ニ

中等 大 ニ シテ 胞體 ニ富 ミ,丸 味 ヲ帶 ビ タル モ ノ多

ク,顆 粒強 ク密 在 シ,時 ニ深 赤 色 時 ニ淡 赤色 ヲ呈
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ス.好 鹽基性細胞ハ數少ナシ(3.1-8.1%,平 均

5.2%).併 シ他季節ニ於ケルヨリハ稍多シ.中 等

大,胞 體ニ富 ミ圓形乃至橢圓形 ノモノ多シ.内 ニ

微細圓形 ノ青色顆粒平等ニ密在ス.「 好オランゲ

細胞」ハ數最モ多キモ(485-58.2%,平 均54.1%)

他季節ニ比セバ出現度弱シ.圓 形,橢 圓形,胞 體

ニ富 ミ膨大ナルモノ多シ.褐 色顆粒間ニ多數ノ粗

大圓形ノ赤色顆粒 ヲ現スモノ多ク,屡 々好酸性細

胞ニ非常ニ類似ス.尚 ホ他ニ少數ニ微細青色顆粒

ヲ混在スル細胞アリ.又 褐色,赤 色,青 色 ノ顆粒

ガ種々ノ程度 ニ混ジ赤褐色,赤 青色,赤 紫色等雜

多 ノ色調 ヲ現セルモノア リ.

4) 冬季(12月)ニ 於ケル所見

主細胞ハ數最モ少ナシ(2.5-5.3%,平 均3.9%).

腺索 内部ニ於テ個々ノ胞體ニ乏 シキ小細胞 ノ集合

トシテ認メラルルモノ多ケレ ドモ,又 可成ノ透明

ナル胞體ヲ有スル モ ノヲモ認ム.好 酸性細胞ハ

「好オランゲ細胞」ニ次グモ(24.2-31.9%,平 均

26.8%)他 季節 ノ好酸性細胞ニ比スレバ少シ.一般

ニ非常ニ萎小シ,胞體ニ乏シク,他種細胞 ノ間ニ散

在介在ス.細 長或ハ半月状等種々不規則ノ状ヲ呈

ス.胞 體ハ平等ニ微細圓形ノ顆粒ヲ充 タスモ高度

ニ密在シ顆粒個々ノ状ヲ精見スルコト困難ナ リ.

好鹽基性細胞ハ數「好オランゲ細胞」,好 酸性細胞

ニ比シテ甚ダ尠ナシ(1.9-5.9%,平 均40%).胞

體大ニシテ丸味 ヲ帶ビ,内ニ 微細圓形 ノ青色顆粒

ヲ密在シ,深 青色ニ現ル時ニ青色顆粒 ノ他ニ僅少

ナル微細圓形 ノ褐色顆粒ヲ混ジタルモノア リ.「好

オランゲ細胞」ハ數最モ多ク過半數 ヲ占ム(57.0-

69.2%,平 均65.3%).胞 體 ニ富 ミ著 シク腫大.膨

滿觀ヲ呈シ,顆 粒 ノ密度一般ニ強シ.大 多數ハ胞

體内ニ等大ノ微細圓形 ノ褐色顆粒ヲ充 タスノミナ

ルモ,少 數 ノ細胞ハ微細圓形ノ青色顆粒又ハ赤色

粗大圓形 ノ顆粒ヲ混在スルモノアリ.

第1表 正常 「つらがへる」ニ於ケル腦下垂體前葉細胞ノ數量的關係
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第2表 「カルシウム」注射「つ ちがへる」ニ於ケル腦下垂體前葉細胞ノ數量的關係
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第3表 正常「つらがへる」ニ於ケル腦下垂體前葉 ノ組織學的所見
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第2項 「鹽化 カルシウム」注射「つち

がへ る」ニ於ケル 腦下垂體前

葉所見

(第2表 及ビ第4表 參照)

A) 「鹽化カルシウム」1囘 注射例

1) . 春季(5月)ニ 於ケル所見

主細胞.數 量ハ對照ニ比シテ減少ス(1.9-2.6%,

平均2.2%).細 胞 ハ胞體ニ於テモ核ニ於テモ著變

ナシ.腺 索内部ニ於テ胞體 ノ少キ細胞 ノ集合セル

ヲ認ム.好 酸性細胞 ノ數ハ對照ニ比シテ殆 ド倍加

ス(46.3-50.3%.平 均49.4%).胞 體對照 ニ比シ

孰 レモ腫大強 ク,多 クハ圓形,橢 圓形或ハ棍棒状

ヲ呈ス.内 ニ微細圓形等大 ノ赤染顆粒増加密集シ,

顆粒個々ノ状不明瞭 トナル.好 鹽基性細胞ハ對照

ニ比シテ減數ス(1.3-3.0%,平 均2.2%).胞 體 ニ

乏 シク半月形,3角 形 等ニ萎小セルモノ多シ.胞

體内ニハ微細圓形ノ等大 ノ青色顆粒密在ス.「好オ

ランゲ細胞」ハ對照ニ比シ減數ス(44.4-48.5%,

平均46.4%).一 般 ニ胞體大ナルモ對照ニ比セバ寧

ロ小ナルモノ多 ク,形 態圓形又ハ橢圓形ノモノ多

ク,腫 大状ナルアリ.屡 々胞膿内ニハ粗大赤色顆

粒ヲ増加セルモノア リテ好酸性細胞ニ類似ス.サ

レド其 ノ赤色顆粒ノ性質ハ好酸性細胞ニ於ケル顆

粒 ト明カニ異ナル.尚 ホ青色顆粒ヲ混有スル細胞

ハ減少ス.

2) 夏季(7月)ニ 於ケル所見

主細胞ハ數對照ニ比シ稍々減少ス(4.4-6.5%,

平均5.3%).好 酸性細胞ノ數ハ對照ニ比シテ著シ

ク増加ス(45.3-50.9%,平 均47.6%),其 ノ胞體

ハ一般ニ著大ニシテ膨滿腫大状ナリ.圓 形乃至橢

圓形ノモノ多シ.又 隣接セル2, 3ノ 細 胞ノ境界不

鮮明トナ リ,融 合状 ヲ示セルモノア リ,顆 粒ハ對

照ニ比シ強度ニ増加濃密ニ充滿 シ深赤色 ヲ呈シ各

箇顆粒 ノ界不明瞭ナ リ.好 鹽基性細胞數孰レモ對

照ニ比シテ減少ス(19-4.5%,平均2.8%).胞 體

小 ニシテ萎小シ,多 角形,3角 形 ヲ呈 スルモノ多

シ.内 ニ微細圓形等大 ノ顆粒ヲ充ス.「 好オラン

ゲ細胞」ハ數對照ニ比シテ可成強ク減少ス(42.5-

46.8%平 均44.3%).胞 體大ニシテ膨滿腫大セル

モノ多 ク,圓形乃至橢圓形ヲ呈ス.内 ニ大小不同ノ

粗大赤色顆粒ノ出現アリ.其 ノ程度ハ極ク輕度 ノ

モノアレドモ亦甚ダ高度ニシテ好酸性細胞類似ノ

觀ヲ呈スルモノ多數ニ存 ス 純褐色顆粒含有型及

ビ青色顆粒併有型ノ細胞ハ對照ニ比シテ減少ス.

3) 秋季(10月)ニ 於 ケル所見

主細胞數ハ對照ニ比較シテ可成減少ス(2.9-4.2

%,平 均3.5%).胞 體稍小 トナレリ.好 酸性細胞

ハ數對照ニ比シテ著シク増加ス(42.4-50.3%,平

均47.0%).胞 體ハ一般 ニ著大,膨 滿腫大状ニシテ

圓形或ハ橢圓形ヲ呈スルモノ多ク,内 ニハ赤色顆

粒對照ニ比シ著シク増加シ充滿 ノ度強ク顆粒個々

ノ状ヲ精査シ得ズ.深赤色ヲ呈スルモノ多シ.好鹽

基性細胞ハ其ノ數對照ニ比シテ可成減少ス(1.8-

5.1%,平 均3.5%).胞 體萎小 シ3角 形,多 角形等

ヲ呈スルモノ多シ.内 ニ微細ナル青色顆粒 ヲ密ニ

充ス.「 好オランゲ細胞」數對照ニ比シテ稍減ズ

(42.6-55.1%,平 均45.9%).胞 體 ハ一般 ニ大ニシ

テ橢圓形乃至圓形ヲ呈スルモノ多シ.内ニ 粗大圓

形 ノ赤色顆粒種々ノ程度ニ發現シ高度ナルハ一見

非常ニ好酸性細胞 ニ類似ス.青 色顆粒 ノ發現ハ對

照ニ比シテ少ナシ.

4) 冬季(12月)ニ 於ケル所見

主細胞ハ對照ニ比シテ少シ(1.3-2.4%,平 均

2.0%).好 酸性細胞ハ對照ニ比シテ數著明ニ増加

スルモ「好オランゲ細胞」ヨリハ尠シ(43.4-46.5%

平均44.9%).胞 體中等大ニシテ一般ニ丸味ヲ帶ビ

圓形乃至橢圓形ニシテ腫大ス.境 界一般ニ鮮明ナ

ルモ時ニ隣接2, 3ノ 細胞合體シテ境界不鮮明ナル

ア リ.顆 粒ハ増加強ク密在シ個々ノ状 ラ精査シ得

ズ.深 赤色 ヲ呈ス.好 鹽基性細胞ハ對照ニ比シ減
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數 ス(1.3-2.4%,平 均2.0%).胞 體萎 小 セル モ ノ

多 ク,3角 形,半 月 形,多 角形 等 ヲ呈 ス.内 ニハ

微細 圓形 ノ顆 粒 ヲ藏 ス,「 好 オ ラン ゲ細 胞ハ 對 照

ニ比 シ減 數 スル モ 各種 細胞 中主位 ヲ占 ム(47.4-

52.3%,平 均50.5%)胞 體 ノ大 サ對 照 ニ比 シ テ稍

小 ナル モ 著 シ ク大 ニ シテ 多 クハ圓 形,橢 圓形 等 丸

昧 ヲ帶 ビ内ニ 褐 色 顆 粒 ノ他 ニ多 量 ノ赤色 粗 大圓 形

ノ顆 粒 ヲ混 有 スル モ ノ増 加 スル ニ反 シ,青 色 顆 粒

ヲ混 有 スル モ ノハ少 シ.

B) 「鹽 化 カル シ ウム」7囘 注射 例

本 例 ハ夏 季(7月)ニ 於 ケル所 見 ノ ミナ リ.

主細 胞 數 ハ 對照 ニ比 シ著 シ ク減少 ス(2.6-5.0%

平均3.5%).核 ノ ミ集 合 セ ル ガ如 キ像 減 少 ス.好

酸性細胞ハ數敦 レモ對照ニ比シテ可成著シク増加

ス(41.2-54.0%,平 均48.0%).胞 體ハ豐 ニシテ

著大ナルモノ多ク腫大膨滿状 ヲ呈シ,圓 形乃至橢

圓形ナ リ.顆 粒 ノ増加充滿高度ニシテ深赤色ヲ呈

シ顆粒個々ノ状不鮮明ナリ.好 鹽基性細胞對照ニ

比シ稍減數ス(2.8-3.9%,平 均3.4%).胞 體小ナ

ルモノ多シ.萎 小セルモノ多タ3角 形乃至多角形

ヲ呈シ内ニハ微細青色顆粒ヲ密在ス.「好オランゲ

細胞」ハ對照ニ比シ可成減數ス(39.5-53.0%,平

均45.5%).胞 體 ハ大ニシテ圓形乃至橢圓形ナル

モノ多シ.褐 色顆粒ハ多クハ減少シ,之 ニ反シ粗

大赤色顆粒 ノ出現増加ハ同期 ノ對照ニ比シ顯著ナ

リ.

第4表 「カルシウム」注射「つちがへる」ニ於ケル腦 下垂體前葉 ノ組織學的所見
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第2節 蟾 蜍 ニ於ケル 實驗成績

第1項 正 常蟾蜍 ニ於ケ ル腦下垂體

前葉所見

(第5表 及ビ第6表 參照)

蟾蜍 ノ腦下垂體前葉ハ實質充實性ニシテ,腺 細

胞ハ少許ノ結締織或ハ毛細管ニヨリテ種々ノ大サ

ノ索状群 ニ分タル.間 質ニ接スル部位 ノ細胞ハ多

クハ大ニシテ胞體豐富,境 界鮮明,長 柱形,橢 圓

形,圓 形,多 角形ナ リ.長 柱形 ノ細胞ハ,其 ノ長

軸 ヲ間質ニ對シテ直角ニシテ規則正シク竝列ス.

核 ハ概シテ泡状類圓形,一般 ニ染色質ニ乏シ,細

長 ノ細胞ニテハ多ク腺索 ノ外方ニ位ス.次 ニ腺索

内部ニ存スル細胞ハ,胞 體多クハ小ニシテ密在シ,

多角形ヲ呈スルモノ多シ,以 上腺細胞ハ 「つち

がへる」ニ於 ケル ト同樣ニ主細胞,好 酸性細胞,

好鹽基性細胞,「 好オランゲ細胞」 ノ4種 ヲ分別

ス.

主細胞ハ少數ナ リ,胞 體ハ概シテ乏シク,透 明

ニシテ分泌顆粒ヲ有セズ,多 クハ圓形,橢 圓形ナ

リ,時 ニ單ニ核ノミガ現レル如キアリ.好 酸性細

胞ハ「好オランゲ細胞」ニ次ギ多數ニ存ス.胞 體大

小一定セザルモ,「好オヲンゲ細胞」ニ比シテ一般

ニ稍小ナ リ.内 ニ等大ニシテ微細ナル赤色顆粒ヲ

充ス.腺 索内部 ノ小形細胞ニア リテハ顆粒疎ニシ

テ少ナキモ,邊 縁部大形細胞ニテハ顆粒豐富ニシ

テ濃密ニ充サル.好 鹽基性細胞ハ好酸性細胞ニ比

シテ數遙 ニ少シ.「好オランゲ細胞」ト同大或ハ稍

大ナ リ.概 シテ細胞 ノ大ナルハ邊縁部ニ,小 ナル

ハ内部ニ認メラル.胞 體ニハ微細等大ノ青色顆粒

現ル.大 形細胞ニテハ濃密ニ小形細胞ニテハ疎少

ニ存ス.「好オランゲ細胞」ハ數常ニ最モ多シ.胞

體多クハ他種細胞 ヨリモ大ニシテ圓形,橢 圓形乃

至長柱状ヲ呈ス.内 ニ微細等大ノ褐色顆粒ヲ充シ,

其 ノ濃密度ハ好鹽基性細胞ト同樣ナ リ.時 ニ其 ノ

内ニ赤色粗大顆粒ヲ混有スルコトア リ.尚 ホ時ニ

同時ニ青色顆粒 ヲ併在スルコトモア リ,而 モ青赤

兩色顆粒ヲ同時ニ現ス場合モ稀ニアラズ.尚 ホ赤

色顆粒 ノ出現高度ナル細胞ハ好酸性細胞ニ極メテ

近似スルモ決シテ該細胞 ニ移行スルコトナシ.青

色顆粒ノ最モ増加セル場合ハ好鹽基性細胞 ト區別

シ難シ.尚 ホ雌ニ於テハ雄 ヨリモ 「好オランゲ細

胞」ニ於ケル青色顆粒一般ニ多量ナルガ如シ.

第5表 正常及ビ「カルシウム」注射蟾蜍ニ於ケル腦下垂體前葉細胞 ノ量的關係(概 觀)
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第6表 正常蟾蜍ニ於ケル腦下垂體前葉ノ組織學的所見

第2項 「鹽化 カル シウム」注射蟾蜍

ニ於ケ ル腦 下垂體前葉所 見

(第5表 及ビ第7表 參照)

組織的概觀ニ別状ナシ,主 細胞數稍減少ス.大

サ稍小ナリ.胞 體ニ乏シ,好 酸性細胞ハ對照ニ比

セバ著シク數 ヲ増加シ,略 ボ「好オランゲ細胞」ト

同數ナルカ,或 ハ少シク之 ヲ凌駕スルニ至ル.胞

體モ對照ニ比シテ大ニシテ,圓 形乃至橢圓形 ヲ呈

シ,腫 大状 ノモノ多シ.赤色 顆粒モ増加シ密ニ尤

滿ス.好 鹽基性細胞ハ對照ニ比シテ減數ス.胞 體

小,形 多クハ3角 形或ハ多角形 ヲ呈シ,青 色顆粒

緻密ナリ.「 好オ ランゲ細胞」ハ對照 ト比較シテ

稍減數シ,好 酸性細胞 ト略ボ同數ナリ.胞 體ハ一

般ニ大,圓 形乃至橢圓形ナリ.固 有顆粒ニ混ジテ

著シク多量ニ粗大赤色顆粒 ノ出現スル細胞多シ.
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第7表 「カルシウム」注射蟾蜍ニ於ケ ル腦下垂體前葉ノ組織學的所見

第3節 白鼠 ニ於ケ ル實驗 成績

第1項 正 常 白鼠 ニ於 ケル腦下垂體

前葉所見

(第8表 及ビ第9表 參照)

實質ハ充實性ニシテ,少 許 ノ結締織及ビ毛細血

管 ニヨ リテ種々ノ大サノ不完全ナル腺房ニ分 タ

ル.腺 細胞ニハ主細胞,分 化性嫌色細胞,好 酸性

細胞及ビ好鹽基性細胞 ノ4種 アリ.腺 房周邊ニ於

テハ間質ニ接シ略ボ1列 ニ好酸性細胞排列 シ,之

等好酸性細胞 ノ内側即チ腺房 ノ中心部ニ主細胞群

ヲ容ル.主 細胞ハ充實セル集團ヲナシテ存在シ,

分泌顆粒ヲ有セズ.多 クハ胞體ニ乏 シク核 ノ集簇

ヲ呈 スルモ,又 稍明カニ胞體ヲ認ムル型モ少數ニ

認メラル.猶 ホ腺房内部ニ於テ之等 ノ主細胞間ニ

好酸性細胞 ノ出現スルコトアルモ,數 ハ僅少ナリ.

好鹽基性細胞ハ主 トシテ腺房 ノ周邊部即チ好酸性

細胞 ノ位置ニ散在性ニ存スルニ過ギズ.之 等各種

細胞 ノ量的關係ハ部位ニヨリテ多少 ノ差異ヲ認メ

得ルモ.好 酸性細胞 ト嫌色細胞ハ略ボ同數カ或ハ

嫌色細胞優勢ヲ示ス.好 鹽基性細胞ハ其 ノ數量ニ

於テ前2者 ニ比シ甚ダ僅少ナリ.時 ニハ各種細胞

ガ夫々限局性ニ比較的多數ニ集合スルコトアルモ

其 ノ多 クハ前葉周邊部ニ偏在セル所見ニ過ギズシ

テ,中 心部ニ近キ位置ニ於テハ,各 種細胞 ノ數量
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的關係ハ略ボ一定セルヲ如 シ.前 葉ニ於ケル顆粒

含有細胞 ノ内ニハ特異染色性顆粒 ヲ有セザル嫌色

性顆粒ヲ藏スル分化性嫌色細胞少數アリ.又 好酸

性細胞ハ顆粒一般ニ密在シ少數ニ於テハ稍疎ナル

モノアリ.其 ノ胞體小ニシテ多角形,方 形,圓 錐

形ヲ呈スルモノ多ク,胞 體大ニシテ類圓形膨滿状

ヲ呈スルモノ之ニ次グ.好 鹽基性細胞 ハ胞體好

酸性細胞 ノソレヨリ大ニシテ多クハ多角形時ニ圓

形,橢 圓形ニシテ微細ナル青色乃至青紫色 ノ顆粒

ヲ密ニ充タスモノ多シ,中 心體ヲ著明ニ認 メ又核

ノ周圍ニ赤色ニ染ム粗大ナル顆粒ヲ認ムル コトア

リ.尚 ホ甚ダ稀ニ分化性嫌色細胞及ビ好酸性細胞,

好鹽基性細胞 ノ各々ニ於テ其 ノ顆粒ノ一部散在性

トナリ,胞 體 ノ一部水樣透明トナレルモノ或ハ分

泌顆粒ノ限局性集積 ヲ示シ,胞 體一樣ニ著シク水

樣透明トナルモノア リ.又 好酸性細胞又好鹽基性

細胞ニ於テハ時ニ胞體濃縮 シ,顆 粒ハ殆 ド等質状

ヲ示スコトアリ.中 葉ニ於ケル腺細胞ハ胞 體小ニ

シテ暗色ヲ呈スルモノ多 ク原形質疎明ナル細胞少

ナシ.核 ハ不正圓形ニシテ染色質 ニ富ム.

第2項 「鹽 化カル シウム」注射 白鼠

ニ於 ケル腦 下垂體 前葉所 見

(第8表 及ビ第10表 參 照)

組 織學的所見ハ概觀的ニ別状ナシ.主 細胞ハ一

般ニ對照ニ比シ,數 著シク減少スルモ胞體ニ富ム

型多シ,分 化性嫌色細胞ハ僅ニ増數ス.好 酸性細

胞ハ對照ニ比シ孰 レノ部分ニ於テモ數著明ニ増加

ス爲メニ腺房ニヨリテハ全然好酸性細胞 ノミヨリ

形成サルルモノアリ.細 胞 ノ大サ一般ニ増大シ,

胞體ニ富ム.圓 形,橢 圓形ニシテ腫大状ヲ呈スル

モノ多シ,顆 粒モ對照ニ比シ増加著明ニシテ,濃

密ノ度加ハレルモノ多シ.好 鹽基性細胞ハ其 ノ數

對照ニ比シ著シク減少ス.大 サモ稍小ナルモノ多

シ.胞 體ハ不正多角形或ハ橢圓形ニシテ,青 色顆

粒 ヲ密在スルモ時ニ胞體中ニ小ナル空泡數箇,或

ハ非常ニ大ナル圓形乃至橢圓形 ノ膠樣物質ヲ容レ

タル腔 ヲ見ルコトアリ.尚 ホ胞體濃縮シ顆粒殆 ド

等質状 ヲ呈スルモノアリ,中 葉 ニ於ケル腺細胞ハ

暗色 ヲ呈スル小細胞稍増加セ リ.

第8表 正常及 ビ「カルシウム」注射白鼠ニ於ケ ル腦下垂體前葉細胞ノ量的關係(概 觀)
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第9表 正常白鼠ニ於ケル腦下垂體前葉 ノ組織學的所見

第10表 「カルシウム」注射白鼠ニ於ケ ル腦下垂體前葉 ノ組織學的所見
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第4章 總 括及ビ考按

前章ニ於テ「つちがへる」蟾蜍及 ビ白鼠ノ正

常時及ビ「鹽化カルシウム」注射後ニ於ケル腦

下垂體前葉ノ所見ニ就テ述ベタ リ.茲ニ 其ノ

成績 ヲ總括スルニ「つちがへる」及ビ蟾蜍 ノ腦

下垂體前葉ノ腺細胞ニ ハ主細胞(嫌 色細胞)好

酸性細胞,好鹽 基性細胞及ビ 「好オランゲ細

胞」ノ4種 ヲ區別シ得.主 細胞ハ,一 般ニ胞

體ニ乏 シク顆粒 ヲ認 メズ.其 ノ他ノ細胞ハ孰

レモ微細等大ノ顆粒 ヲ濃密ニ含有 シ,之 等 ノ

顆粒ハMallory氏 染色法ニ於テ夫々「フクシ

ン赤」色,「 アニリン青」色或ハ又褐色ニ特異

ニ染色セラル.好 酸性細胞ハ赤染スル微細圓

形等大ノ顆粒ヲ有ス.好鹽 基性細胞ハ青染ス

ル微細圓形等大ノ顆粒ヲ有ス.而 シテ 「好オ

ランダ細胞」ハ褐染スル微細圓形等大ノ顆粒

ヲ有スルモ時ニ褐色顆粒間ニ粗大圓形ニシテ

大小不定ナル赤色顆粒(好 酸性細胞ニ於ケル

顆粒 トハ明カナル差違アリ)或 ハ又微細圓形

ノ等大ノ青色顆粒(好鹽 基性細胞ニ 於ケル顆

粒 ト區別シ難 シ)ヲ 別 々ニ又ハ兩者同時ニ併

現スルコトアリ.尚 ホ「好オランゲ細胞」ト好

鹽基性細胞 トノ間ニハ移行像ヲ認 ムルモ 「好

オランゲ細胞」又ハ好鹽基性細胞 ト好酸性細

胞 トノ間ニハ移行像ヲ認メズ.以 上 ノ所 見ハ

「つちがへる」及び蟾蜍ニ於テ殆 ド同樣ニシ テ

大差ナシ.各細胞ノ數量的關係ハ略ボ一定 シ,

「好オランゲ細胞」ハ最モ多ク,過半數 ヲ占メ,

好酸性細胞之ニ次ギ多數 ニシテ,好鹽 基性細

胞及ビ主細胞ハ遙ニ少數ナリ.然 レドモ 「つ

ちがへる」ニ就テ,春,夏,秋,冬,各 季節

ニ於ケル,各 種細胞ノ數量的竝ニ 形態學的所

見ヲ比較スルニ,季 節的ニ變動消長ノ著 シキ

モ ノア リ.即 チ主 細胞 ハ,冬 季,春 季ニ 於 テ

最 モ減少 シ,夏 季,秋 季ニ稍 増加 スルモ,量

的消長輕微 ニ シテ.形 態學的 ニモ四季 ヲ通 ジ

テ大差 ナシ.好 酸 性細胞 ハ變動稍 著 シク,冬

眠季 ニハ最 モ減少 シ且萎 小痩削 ノ状 ヲ呈 スル

モ春季ニ 於テ稍 増數,顆 粒増 加 充滿 シ,胞 體

稍 大 トナル.夏 季 及 ビ秋季ニ 於 テハ著 シク増

加 シ最 モ肥大 スルニ至ル.好鹽 基性細胞 ノ數

ハ冬季ニ 於テ最 モ少 ク他季節 ニア リテモ大差

ナク又細胞 ノ大サ モ四季 ヲ通 ジテ著 シキ變 動

ナ シ.「 好 オ ランゲ細胞」 ハ冬眠季ニ 最 モ増

加 シ,後,春,夏,秋 ノ順ニ次 第 ニ少 シク減

少ス.又 冬季ニ 於テハ褐色顆 粒 ノミヲ含有 ス

ル大形細胞 ガ大部分 ヲ占ムルモ春季ニ 於テハ

胞體一 般ニ 膨大 シ,顆 粒充滿 緊張 シ,青 色顆

粒又ハ赤色顆粒 ヲ混有 スル型稍増 加 スルヲ見

ル.夏 季ニ 於テハ青色顆 粒混有型 ハ春季 ト大

差ナ キモ,赤 色顆粒 ヲ有 スル細胞特ニ 著 シク

増加 シ,赤,青兩 色混有型 モ發現 シ胞體 モ増

大 ス.褐 色顆 粒 ノ ミヲ有 スル細 胞ハ小型 トナ

リ數モ著 シク減 少ス.秋 季ニ 於 テハ大體ニ 於

テ夏季 ノ所 見ニ 近 キモ純褐 色顆 粒含有細胞 ハ

稍増加 シ,赤 色又ハ青色顆 粒混有型及 ビ赤,

青兩 色混有型稍減 少 スル傾 向ア リ.

丈獻ニ 徴 スルニ兩棲類無尾目腦 下垂體 前葉

ノ組織學的構造ニ 關 スル從來 ノ記 載ハ寥 々タ

ルモ ノニシテ,稍 精細 ナル記述 ハ之 ヲStendell

及 ビ高島氏 ノ論著ニ 於 テ見得 ル ノ ミナ リ.

StendellハHOmatoxylin-van-Gieson染 色

法 ニ ヨリ蟾蜍 ノ腦下垂體 細胞 ヲ好酸性細胞,

好鹽 基性細胞,兩 色嗜好 性 細胞(Amphophile

Zelle)及 ビ淡色細胞 ニ分 チテ記述 シ,之 等 ノ

細胞 ハ同一種 ノ細胞 ガ分泌時期 ニ ヨリテ異 ナ
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ル染色性 ヲ現 セルモノニ シテ未熟 ナル好鹽 基

性細胞 ヨリ兩色嗜好性細胞 ヲ經 テ好酸性細胞

ニ轉 化成熟 スル モ ノ ト考 ヘ タ リ.高 島氏 ハ

Heidenhain氏Eisenhamatoxylin染 色 法ニ

ヨリテ前葉細胞 ヲ3型ニ 分類 シ,顆 粒 ガ胞體

ラ充滿 スル第1型 ハeosinophile Zelleニ 當

リ,著 明 ナルPlsatosomen,顆 粒,空 胞ヲ 有

シ,之 等組成 分 ノ發現状 況,分 布 ノ關係等極

メテ多樣 ニ シテ隨 ツテ細胞 ノ構造 千態萬樣 ナ

ル第2型 ハbasophile Zelleニ 相 當 シ,又 第

3型即 チ原形質僅少 ニ シテ細胞境界判明 セズ,

常ニ數 箇群 在 シ,胞體 ノ構造極 メテ簡ニ シテ

唯Plastosomenヲ 有 スルノ ミナル型 ハ恐 ラ

クChromophobe Zelleニ一 致 スベ シ トシタ

リ.而 シテ第1型 及 ビ第2型 細胞 ハ各 々其ノ

構造的特徴 ニ ヨリ截然區 別 シ得,各 々別々 ニ

機能 ヲ營爲 スルモ ノナルベク,又 第3型 細胞

ハ獨 立 シテ機 能 ヲ營 ムモ ノニ非 ズシテ,恐 ラ

クハ前 記兩 型 ノ幼若 ナルモノナルベ シ ト述 ベ

タ リ.stendellノAmphophile Zelleハ 余

ノ分類ニ ヨル「好オ ランゲ細胞」ノ一部ニ 當 ル

モ ノノ如 キモ余 ノ所見ニ據 レバ 「好オ ランゲ

細胞」ハ決 シテ好酸性細胞ニ 移 行 セズ.又 好鹽

基性細胞 モ好 酸性細胞ニ 移行 セズ.Stendell

一 元説 ニハ賛 成スル能 ハズ.次 ニ高島氏 ノ所

論 ノ大半 ハ余 モ亦肯 定 セン ト欲 スル トコロナ

レ ドモ,氏 ハ第2型 細胞ニ 於 テ余 ノ 「好 オ ラ

ンゲ細胞」及 ビ好鹽 基性細 胞 ヲ混視 セルガ如

ク,分 類精緻 ナ ラザル憾 アリ.「 好オ ランゲ 細

胞」 ハ余 ガ始 メテ兩棲 類腦 下垂體 前葉ニ 於テ

Mallory染 色ニ テOrange G.ニ 好 染 スル細

胞ニ 命名 セルモノナルガ,該 細 胞 ハ好鹽 基性

細胞 ヘノ移 行像 ヲ認 ムルモ顆粒 ノ消 長態度 ヨ

リシテ兩 細胞 ハ恐 ラク夫 々機 能的ニ 分化 セル

モノナルベク,又 「好オ ランゲ細胞」竝ニ 好

鹽 基性細胞 ト好酸性細胞 トハ移行關係 ヲ證 明

セザル ヲ以 テ余 ハ無尾目 ノ腦下垂體 前葉ニ 於

ケル未熟型 タル主細胞 ヲ除 ク他 ノ3種 細胞ハ

各 々獨 自 ノ消長 ヲ示 シ,固 有 ノ機 能ヲ營 爲 ス

ルモノ ト考 フルモノナ リ.兩 棲類腦 下垂體 前

葉細胞 ノ季 節的變 動ニ 關 シテ先人 ノ記 載ナ キ

モ哺乳類 「マー モ ツ ト科」(Marmotidae)ノ

動 物ニ 就 テハ已ニGemelli, Howell, Mann,

Cushing and Goetsch等 ノ觀察 ア リ,殊 ニ

Cushing及 ビGoetschハWoodcheckデ ハ

冬眠中 ハ腺 ハ大サ ヲ減 ジ,腺 細胞 ハ小 トナ リ,

核 濃縮 シ,原 形質ニ 乏 シク顆粒 ナク全 ク酸 性

及 ビ鹽基性 色素 ニ染 ム性質 ヲ失 フモ冬眠ガ終

レバ細胞 ハ腫脹 シ,核 分裂起 リ數 ヲ増加 シ,

酸 性,鹽 基性及 ビ中性 色素ニ 着 染 スルニ至 ル

コトヲ述ベタリ.余 ノ 「つちがへる」及 ビ蟾

蜍ニ就テ檢索セル成績ニ據 レバ腦下垂體前葉

細胞ハ前記ノ如ク季節的變動著明ナルモノア

リ.而 シテ之ハ殊ニ好酸性細胞ノ冬眠期ニ於

ケル減少萎縮,夏 秋季ニ於ケル著 シキ増數肥

大竝ニ 「好オランゲ細胞」 ノ冬眠期ニ於ケル

増加,夏 季ニ於ケル特種顆粒ノ發現著明ナル

コトヲ以テ特徴 トナス.此 事實ハ亦好酸性細

胞ガ獨立 シテ機能的消 長ヲ示 ス確證 ニシテ又

「好オ ランゲ細胞」ノ獨立性 ヲ裏書スル トコロ

ナリト信ズ.

「鹽化 カルシウム」ヲ注射セル「つちがへる」

ノ腦下垂體前葉ニ於テハ主細胞ハ稍減數 シ,

又好鹽基性細胞モ減少シ,胞 體萎小スルニ反

シ,好 酸性細胞ハ著シク増加 シ,胞體肥大シ,

顆粒濃密 トナルモノ多 シ,「好オランゲ細胞」
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ハ 減數 シ,胞體 小 ナルモノア レド,赤 色顆 粒

ノ出現著 シク,斯 ル細胞 ニア リテハ胞體 ノ増

大 モ亦顯 著ナ リ.青 色顆 粒含有細胞 ハ減 少セ

リ.敍 上 ノ「カルシウム」注射後ニ 現 ルル腦 下

垂體 前葉ノ變 化 ハ程度 ノ差 ア レドモ,四 季 ヲ

通 ジテ證 明セ ラレ,又 「鹽化 カル シウム」1囘

注射ノ場合 モ連續7囘 注射 セル場 合ニ 於 テモ

殆 ド同樣 ナル所見 ヲ得 タ リ.蟾蜍 ノ腦下垂 體

前葉ニ 於テモ「鹽化 カル シウム」注射 ニ ヨリテ

「つちがへる」ノ場合 ト殆 ド全 ク同樣 ノ所見 ヲ

得タ リ.次 ニ白鼠腦 下垂體前 葉ニ 於 テハ主細

胞,分 化性嫌色細胞(胞體ニ 富 ミ嫌色性分泌

顆粒 ヲ有 ス),好 酸 性細胞,好鹽 基性細胞 ノ4

種 ヲ區別 シ,其 ノ數 量的關係 ハ正常 白鼠ニ 於

テハ主細胞最モ多 ク,好 酸性細胞之ニ 次 ギ以

下好鹽 基性細胞,分 化性嫌 色細胞 ノ順 ナ リ.

然 ルニ「鹽化 カル シウム」注射例ニ 於 テハ好酸

性細胞顯著 ニ増 加 シ,主 細胞 ヲ凌駕 シ,且 胞

體 ノ増 大,顆 粒 ノ増加充滿 ヲ認 ム.分 化性嫌 色

細胞 ハ多少増加ノ傾 向アル モ,好鹽 基性細胞

ハ減數 萎縮 シ,又主 細胞 ノ減 少著 シキヲ見タ

リ.從 來「カル シウム」ノ腦 下垂體ニ 及 ボス影

響ニ 關 スル文獻 ハ甚 ダ尠 ク,余 ノ渉獵 セル範

圍ニ於 テハ片瀬(大 正10年),黒 川(昭 和9年)

ノ兩氏 ノ報告 ヲ見ルニ過 ギズ.兩 氏 ハ家 兎一

數週ニ 亙 リ「鹽化 カル シウム」ヲ注射 スルモ腦

下垂體ニ 著變 ヲ認 メズ ト報 ジタ リ.然 ルニ余

ノ「鹽化 カル シウム」ヲ「つちがへ る」,蟾蜍 及

ビ白鼠ニ 注射 セル實驗 成績 ニヨ レバ敍 上 ノ如

ク,各 動物ニ 於ケル腦 下垂體 前葉 ハ殆 ド同樣

ナル組織學的變 化 ヲ呈 シ,主細 胞及 ビ好鹽 基

性細胞 ハ減少スルニ反シ,好 酸 性細胞 ハ著 シ

キ増加胞體 ノ肥大,顆 粒 ノ増 加 ヲ來 シ,尚 ホ

兩棲類 ニア リテハ 「好オ ランゲ細胞」 ノ減 少

及 ビ特殊顆 粒 ノ著 シキ出 現ヲ伴 フ,特 異 ノ所

見 ヲ得 タ リ.近 時,田 部教授 ハ家兎,海〓 及

ビ白鼠 ノ腦 下垂體 前葉ニ 於テ腺細胞 ヲ主細胞

(未 分化性嫌 色細胞),分 化 性嫌 色細胞,好 酸性

細胞及 ビ好鹽 基性細胞ノ4種ニ區 別 セ ラレ顆

粒含有細胞ニ 於ケ ル分泌顆 粒 ノ態度 ヲ顆粒未

分化期,顆 粒 成生期,顆 粒融解期,顆 粒活動期,

顆 粒變 性期 ノ諸 期ニ 分タ レタルガ,前 記「鹽化

カル シウム」注射白鼠ニ 認 メ ラレタル好酸性

細胞 ノ變化 ハ田部教 授ノ顆 粒成生期ニ 當ル モ

ノニ シテ恐 ラク分 泌準備期即 チ機能亢 進 ノ傾

向ニアルモノ ト思考 セラル.抑 々好酸性細胞

ノ機能ハ骨骼 ノ發 育 異 常 殊ニAkromegalie

及 ビRiesenwuchsニ 關 係ア リ トセ ラレ,此 際

本細胞 ノ著 シキ増加(腺 腫)ヲ 認 メラ レ機能亢

進 ノ状 態ニ アリ トセラルル ハ既ニ 文獻 上周知

ノ事實ニ シテ又發 育「ホル モ ン」ガ本細胞ニ 於

テ成生セ ラルル コ トハ近時Berblinger等 ニ

ヨリテ主張 セ ラルル處 ナ リ.

余 ノ成績ニ據リ 按 ズル好酸性細胞 ノ機能 ハ

猶 ホ複雜 ニ シテ恐 ラク「カル シウム代謝」ニモ

密接ナル關 係 ヲ有 スベ キコ トヲ推測 セ シム.

而 シテ又兩 棲類 ノ 「好オ ランゲ細胞」 モ一 部

類似 ノ機能 的意義 ヲ有 スルモノ ノ如 シ.尚 ホ

前述 ノ如 ク兩棲類ニ 於ケ ル前葉 ノ夏季變 化 ト

「カル シウム」ニヨル變 化 トノ類似 性ハ甚 ダ興

味 アル事實ニ シテ腦 下垂體ニ 於ケ ル季節的變

化 ノ本態 ヲ闡明 スル ニ有 力ナル示唆 ヲ與 フル

モノナ リ.之 ハ恐 ラク體 内「カルシウム代謝」

ニ影響 ヲ及 ボス要約殊ニ 紫外線等 ガ密接 ナル

關係 ヲ有 スルニ非ザ ルヤ,本 問題ニ 關 シテハ

余 ハ更ニ 實驗 ヲ重 ネテ後報 スル所 アルベ シ.
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第5章 結 論

1) 「つちがへる」及ビ蟾蜍ノ腦下垂體前葉

細胞ニハ主細胞,好 酸性細胞,好鹽 基性細胞,

「好オ ランゲ細胞」ノ4種 ヲ區別ス.

2) 「つら がへる」及ビ蟾蜍ノ腦下垂體前葉

ニ於ケ ル各種腺細胞 ノ數量的關係ハ略ボ一定

シ,「好オランゲ細胞」最モ多ク.好 酸性細胞

之ニ次ギ多數 ニシテ,好鹽 基性細胞及 ビ主細

胞ハ遙ニ少數ナ リ.

3) 「つちがへる」腦下垂體前葉細胞ハ季節

ニ ヨリテ數量的竝ニ 形態學的變動ヲ示ス.就

中好酸性細胞ハ冬季ニ於テ減少萎縮 シ,夏 季

ニ於テ著シク増數且肥大ス.「 好オランゲ細

胞」ハ冬季ニ於テ増加シ,夏 季ニ於テ特殊顆

粒 ノ發現顯著ナ リ.

4) 「つ ちがへ る」及ビ蟾蜍ニ 「鹽化 カル シ

ウム」 ヲ注射 ス レバ腦 下垂體 前葉 ノ主細胞及

ビ好鹽 基性細胞ハ減 少 シ,好 酸性細胞 ハ著 シ

ク増數 肥大 ス.又 「好 オランゲ細胞」ハ減少 シ

特殊顆 粒 ノ出現著 シ.

5) 白鼠ニ「鹽 化 カル シウム」ヲ注射 ス レバ

腦 下垂體 前葉主細胞及 ビ好鹽 基性細胞 ハ減 少

シ,好 酸性細 胞ハ著 シク増加,肥 大ス.又 分

化性嫌 色細胞 ハ多 少増加 ノ傾 向 ニア リ.

擱筆スルニ臨 ミ、終始御懇篤ナル御指導ト

御校閲ヲ賜ハリシ.恩 師田部教授ニ衷心謹ミ

テ感謝 ノ意ヲ表ス.
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附 圖説 明

Fig. 1. 正常「つちがへる」)5月實驗 第2號〓)ノ

腦下垂體前葉.

好酸性細胞(A)ハ 少數ナリ.腫 大セズ.

「好オランゲ細胞」(O)ハ 多數ナ リ.腫大

ス.主 細胞(H)好鹽 基性細胞(B)ハ 少

數ナリ.

Fig. 2. 「カルシウム」注射 「つちかへる」(5月 實

驗第3號〓)

好酸性細胞(A)正 常ニ比シ増加肥大セリ.

「好オランゲ細胞」(O)特 殊顆粒少數發

現,主 細胞(H)少數.好鹽 基性細胞(B)

減少萎小セ リ.

Fig. 3. 正常「つちがへる」(7月 實驗第6號〓)ノ

腦下垂體前葉.

好酸性細胞(A)數5月ニ 比シ多シ.胞 體

大ナ リ.

「好オランゲ細胞」(O)腫 大,多數 ノ特殊

顆粒發 現ス.主 細胞(H),好鹽 基性細胞

(B)少數 ナリ.

Fig. 4. 「カルシウム」注射 「つちかへる」(7月 實

驗第6號〓)

好酸性細胞(A)正 常ニ比シ増加肥大シ顆

粒増加セリ.

「好オランゲ細胞」(O)特 殊顆粒含有 細胞

増加,主 細胞(H),好鹽 基性細胞(B)少

數ニシテ小ナ リ.

Fig. 5. 正 常「つ ちが へ る 」(10月 實驗 第11號〓)

ノ腦 下 垂體 前葉.

好 酸 性 細胞(A)多數 ナリ,胞體 大 ナ リ.

「好 オ ラン ゲ細 胞 」(O)多數 ナ リ.胞體 大

ナ リ.特 殊顆 粒 増加發 現.主 細 胞(H)少

數 ナ リ.

好鹽 基性 細 胞(B)少數 ナ リ.胞體稍 大 ナ

リ.

Fig. 6. 「カル シウ ム」注 射 「つ ちか へ る」(10月

實驗 第11號〓)ノ腦 下垂體 前葉.

好酸 性細 胞(A)増 加 肥 大,顆 粒 増 加充滿 ス

「好 オ ラン ゲ細 胞 」(O)特 殊顆 粒 多數發 現

ス.主 細 胞(H)少數.好鹽 基 細 胞(B)

減少 ス.胞體 小 ナ リ.

Fig. 7. 正 常「つ ち がへ る」(12月 實驗 第16號〓)

好 酸性 細 胞(A)極 ク少數 ナ リ.著 シ ク萎

小 ス.

「好 オ ラ ンゲ細 胞 」(O)多數 ナ リ.腫 大状

ヲ呈 ス.主 細 胞(H)少數 ナ リ.

好鹽 基 性細 胞(B)少數 ナ リ.胞體 小 ナ リ

Fig. 8. 「カル シウ ム」注 射 「つ ちか へ る 」(12月

實驗 第17號〓)

好酸 性細 胞(A)増 加肥 大 シ顆 粒増 加 セ リ.

「好 オ ラン ゲ細 胞」(O)多數 ナ リ.特 殊 顆

粒 少 量ニ發 現 ス.主 細 胞(H)少數 ナ リ.

好鹽 基性細 胸(B)少數 ナ リ.稍 萎 小 ス.
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Fig. 9. 正 常蟾蜍(7月實驗 第2號〓)ノ腦 下垂

體前 葉.

好酸 性 細 胞(A)少數 ナ リ.胞體 大ナ リ.

「好 オ ラン ゲ細 胞 」(O)多數 ナ リ.胞體 大

ナ リ.特 殊顆 粒 著 明ニ發 現 ス.主 細 胞(H)

少數 ナ リ.

好鹽 基 性 細胞(B)少數 ナ リ.胞體 大 ナ リ.

Fig. 10. 「カル シ ウム 」注射蟾蜍(7月 實驗 第2號

〓)ノ腦 下 垂體 前葉.

好酸 性細 胞(A)増 加 シ,腫 大状 ニ シテ顆

粒 充滿 セ リ.

「好 オ ラン ゲ細胞 」(O)減數 ス.特 殊顆 粒

多 量 ナ リ.主 細 胞(H)少數 ナ リ.

好鹽基 細胞(B)少數 ナ リ.萎 小 ス.

Fig. 11. 正 常 白 鼠(7月實驗 第2號〓)ノ腦 下 垂

體前 葉.

好酸 性 細 胞(A)少數 ナ リ.胞體 小 ナ リ.

主 細胞(H)多數 ナ リ.

好鹽 基 性細 胞(B)少數 ナ リ.胞體 大 ナ

リ.

Fig. 12. 「カル シ ウ ム」注 射(7月 實驗 第4號〓)

ノ腦 垂體 前 葉.

好 酸 性細 胞(A)著 シ ク増數 ス.腫 大状 ナ

リ.顆 粒増 加 ス.主 細 胞(H)減數 ス.

好鹽 基 性 細胞(B)減 少 ス.萎 小 ス.

擴 大:Zeiss接 眼7×

接 物 40

距離 25cm
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菊 澤 論 文 附 圖

Fig. 1. 正常 「つちがへる」腦下垂體前葉

(5月)

Fig. 2. 「カルシウム」注射 「つちがへる」

腦下垂體前葉(5月)

Fig. 3. 正常 「つちがへる」腦下垂體前葉

(7月)

Fig. 4. 「カルシウム」注射 「つちがへる」

腦下垂體前葉(7月)

Fig. 5. 正常 「つちがへる」腦下垂體前葉

(10月)

Fig. 6. 「カル シウム 」注 射 「つ ち がへ る」

腦 下 垂體 前 葉(10月)



菊 澤 論 文 附 圖

Fig. 7. 正常 「つちがへる」腦下垂體前葉

(12月)

Fig. 8. 「 カルシウム」注射 「つちがへる」

腦下垂體前葉(12月)

Fig. 9. 正常蟾蜍腦 下垂體前葉(7月) Fig. 10. 「カルシウム」注射蟾蜍腦下垂體前葉(7月)

Fig. 11. 正常白鼠腦 下垂體 前葉(7月) Fig. 12. 「カルシウム」注射白鼠腦 下垂體前葉(7月)


